
                             
 

平成１８年１１月 ２日 

各      位 

会 社 名  和興エンジニアリング株式会社 
代表者名  代表取締役社長 福井 敏明 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード１７５６） 
問合せ先   
     常務取締役 

業務企画部長   竹内 俊三      
電話０３－３７９８－４４１２ 

退職給付会計基準変更時差異の一時償却に伴う業績予想修正のお知らせ 

この度、当社において下記のとおり、特別損失が発生いたしますので、その概要をお知らせするとと

もに、平成１９年３月期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）の業績予想を修正いたします。 

記 

１．特別損失の発生及びその内容 

(１) 退職給付会計基準変更時差異一時償却に伴う特別損失の計上 

当社は、退職給付会計基準の適用初年度以降において、事業構造改革の一環として早期退職

者の募集及び選択定年制を導入した結果、当中間期までにおいて退職給付会計基準の適用初年

度を構成する従業員の概ね３０％以上が退職するに至りました。このため、「退職給付会計制

度間の移行に関する会計処理（企業会計基準適用指針第１号）」に規定する大量退職に該当す

ると判断されることから、当中間会計期間末現在の会計基準変更時差異未処理額のうち、大量

退職者に係る部分を特別損失として７２１百万円計上し、財務体質の健全化をはかる予定であ

ります。 

なお、これにより、退職給付会計基準変更時差異未処理額の償却期間となる平成２７年３月

期まで、各年度において従前と比較し、８０百万円程度の退職給付費用発生額の減少が見込ま

れます。 

 

２．平成１９年３月期の業績予想の修正について 

上記１．の結果、平成１９年３月期業績予想を次のとおり修正します。 

(１) 当中間期(平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日)の業績予想の修正 

                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） １５,４００ ４５０ ２００ 

今回修正（Ｂ） １５,４００ ３４０ △ ２４０ 

増減額（Ｂ－Ａ）    ０ △ １１０ △ ４４０ 

増 減 率  ０．０％ △ ２４.４％  ―  

 

 

 

 

 

 



(２) 通期 (平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日)の業績予想の修正 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ３４,５００ １,１００ ６００ 

今回修正（Ｂ） ３４,５００ １,１００ ２２０ 

増減額（Ｂ－Ａ）     ０  ０ △ ３８０ 

増 減 率 ０．０％ ０．０％ △ ６３.３％ 

 

（参考）平成１８年３月期（実績） 

                                     （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

中間期（４／１～９／３０） １３,５３０ ３８７  ２２４ 

通期 （４／１～３／３１） ３２,１９２ ８６８  ４８６ 

 

３．平成１９年３月期の連結業績予想の修正について 

上記１．の結果、平成１９年３月期連結業績予想を次のとおり修正します。 

(１) 当中間期(平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日)の業績予想の修正 

                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） １５,６００ ５００ ２２０ 

今回修正（Ｂ） １５,６００ ３９０ △ ２１０ 

増減額（Ｂ－Ａ）     ０ △ １１０ △ ４３０ 

増 減 率 ０．０％ △ ２２.０％  ―  

 

(２) 通期 (平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日)の業績予想の修正 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ３５,０００ １,２００ ６５０ 

今回修正（Ｂ） ３５,０００ １,２００ ２７０ 

増減額（Ｂ－Ａ）     ０  ０ △ ３８０ 

増 減 率 ０．０％ ０．０％ △ ５８.５％ 

 

（参考）平成１８年３月期（実績） 

                                     （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

中間期（４／１～９／３０） １３,８０６ ４１５  ２３１ 

通期 （４／１～３／３１） ３２,７２２ ９７６  ５６４ 

 

４．修正の理由 

   当中間期予想（個別・連結）は、売上高につきましては、当初予想を達成する見込みであります

が、中間純利益につきましては、１．項で記載いたしました、退職給付会計基準変更時差異一時償

却に伴う特別損失の発生により当初予想を下回る見込みであります。 

通期予想（個別・連結）につきましては、売上高、経常利益は、当初予想を達成する見込みであ

りますが、当期純利益につきましては、１．項に記載いたしました、退職給付会計基準変更時差異

一時償却に伴う特別損失の発生により当初予想を下回る見込みであります。 

                                       以   上 


